
阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　

今
年
、
元
日
時
点
の
新
成
人
は
全
国
で
１
２
５
万

人
（
男
性
64
万
人
、
女
性
61
万
人
）
と
、
２
年
ぶ
り

に
増
加
し
ま
し
た
が
、
１
９
６
８
年
に
全
国
統
計
を

始
め
て
か
ら
最
も
多
か
っ
た
１
９
７
０
年
の
２
４

６
万
人
の
約
半
分
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
も
０
・

99
％
と
９
年
連
続
で
１
％
を
割
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

３
年
後
の
２
０
２
２
年
度
か
ら
、
成
人
の
年
齢
が

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
が
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
現
在
約
３
５
０
０
万
人
い
る
事
を
考
え
ま
す
と
、

少
子
化
の
現
実
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
去
る
１
月
13
日
、
平
成
31
年
阿
南
市

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
市
民
会
館
が
休
館
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
天
気

や
駐
車
場
の
問
題
等
心
配
な
点
も
あ
り
ま
し
た
が
、

実
に
整
然
と
し
て
立
派
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。
来

賓
の
方
々
か
ら
も
「
新
成
人
は
礼
儀
正
し
く
本
当
に

素
晴
ら
し
い
」
と
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

彼
ら
を
育
て
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
方
々
や
恩
師

の
教
え
の
賜
物
だ
と
感
じ
る
、
厳
粛
で
思
い
出
に
残

る
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
が
生
ま
れ
た
平
成
10
年
は
、
本
州
と
淡
路

島
を
結
ぶ
徳
島
県
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
明
石
海
峡
大

橋
が
開
通
し
た
年
で
し
た
。
全
長
３
，
９
１
１

メ
ー
ト
ル
。
当
初
は
強
風
や
早
い
潮
流
、
軟
弱
な

地
盤
な
ど
厳
し
い
自
然
条
件
か
ら
、
実
現
不
可
能

と
も
言
わ
れ
た
大
橋
が
、
約
10
年
の
難
工
事
を
経

て
見
事
に
完
成
し
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
、
い
か
な
る
困
難
に
も
立
ち
向

か
い
、
歩
を
進
め
て
い
く
力
強
い
星
の
下
に
生
ま

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
彼
ら
に
、
２
０
１
５
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
大
村　

智
先
生
の
言
葉

を
紹
介
し
ま
し
た
。
先
生
は
、
山
梨
県
北
巨
摩
郡

神
山
村
（
今
の
韮
崎
市
）
の
農
家
に
、
５
人
兄
弟

の
２
番
目
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
家
業
の
農
業

に
従
事
し
て
い
た
た
め
、
高
校
卒
業
ま
で
勉
強
は

ほ
と
ん
ど
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
梨
大
学
卒

業
後
、
定
時
制
高
校
の
教
師
と
し
て
５
年
間
勤
務
。

そ
こ
で
学
業
に
熱
心
に
励
む
高
校
生
に
心
打
た
れ
、

東
京
理
科
大
学
等
の
研
究
室
に
進
み
、
努
力
を
続

け
た
学
者
で
す
が
、「
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
た

人
は
日
本
に
25
人
（
当
時
）
い
る
が
、
多
く
は
田

舎
で
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
て
い
る
。
子
ど
も
を

本
当
に
し
っ
か
り
育
て
る
に
は
田
舎
の
方
が
良

い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
阿
南
は
田
舎
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
に
新
成
人
に
は
大
き
な
可

能
性
が
あ
る
ん
だ
と
自
信
を
持
っ
て
欲
し
い
と
激

励
し
ま
し
た
。
阿
南
の
新
成
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

を
か
な
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
防
犯
街
路
灯
20
灯

四
国
電
力
株
式
会
社　

阿
南
営

業
所
様
か
ら
「
よ
ん
で
ん
グ
ル

ー
プ
ふ
れ
あ
い
月
間
」
行
事
の

一
環
と
し
て
、
明
る
く
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

橘
公
民
館
へ

●
４
Ｋ
液
晶
テ
レ
ビ
１
台
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ス
タ
ン
ド
１
台

新
日
本
電
工
株
式
会
社　

徳
島

工
場
様
か
ら
公
民
館
活
動
充
実

の
た
め

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

臨
時
的
任
用
職
員

（
ご
み
収
集
作
業
）を
募
集

　

平
成
31
年
度
に
環
境
管
理
事
務

所
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
任
用
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
平
成
13
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
７
人
程
度

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

応
募
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
、
写
真
貼
付
）
を
人
事

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集

案
内
は
、
応
募
期
間
中
に
人
事
課

で
配
布
し
ま
す
。

応
募
期
間　
２
月
５
日
㈫
～
27
日

㈬
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

選
考
方
法　
面
接
お
よ
び
体
力
テ

ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

選
考
日　
３
月
１
日
㈮

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
情
報
伝
達

試
験（
第
４
回
）を
実
施

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
利
用
し
た
全
国
一

斉
情
報
伝
達
試
験
（
第
４
回
）
が
、

次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
に
併
せ
て
、

防
災
行
政
無
線
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の

試
験
放
送
お
よ
び
登
録
制
メ
ー
ル

に
よ
る
試
験
配
信
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
20
日
㈬　

午
前
11
時

頃※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
等
に

よ
っ
て
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

危
機
管
理
課

（
☎
22

－

９
１
９
１
）
へ

～ 

阿
南
の
新
成
人
は
素
晴
ら
し
い
!! 

～

阿
南
市
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
女
性
支

援
相
談
員（
嘱
託
職
員
）を
募
集

応
募
資
格　
次
の
①
～
③
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
者
。

①
次
の
ア
～
ウ
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
ア
大
学

等
に
お
い
て
心
理
学
、
社
会
福
祉
、

教
育
学
、
も
し
く
は
社
会
学
を
専

修
す
る
学
科
ま
た
は
こ
れ
ら
に
相

当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た

者
イ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の
実
務

経
験
を
有
す
る
者
ウ
相
談
員
と
し

て
必
要
な
学
識
経
験
を
有
す
る
者

②
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
者

③
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り
文
章
の
作
成

が
で
き
る
者

募
集
人
員　
２
人
以
内

採
用　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

応
募
方
法　
①
自
筆
履
歴
書
②
運

転
免
許
証
の
写
し
③
大
学
等
を
卒

業
し
た
方
も
し
く
は
認
定
資
格
を

お
持
ち
の
方
は
、
修
了
証
書
の
写

し
も
し
く
は
資
格
証
の
写
し
を
人

権
・
男
女
参
画
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
期
間　
２
月
４
日
㈪
～
12
日

㈫
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
、
日
、
祝
日
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
２
月
24
日
㈰

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

７
４
０
１
）
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら

「
国
民
年
金
」

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気

や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き

や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た

の
家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
あ
の
時
に
…
」
と
後
悔
す
る
前

に
、
国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘

れ
な
く
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

「明谷梅林まつり」を開催

第27回 阿南市活竹祭を開催

県南で最も大規模な梅の
名所です。
約4,000本の梅の花をご
覧ください。
期間　２月17日㈰～
　　　３月20日㈬   
開園式　２月17日㈰　10:00～
　　　　もち投げ、梅干しの種飛ばし大会
駐車場　梅林売店前の無料駐車場をご利用ください。
※台数に限りあり。
※沿道への駐車はご遠慮ください。

問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

産業の発展・振興や地域
全体の活性化をめざして

「活竹祭」を開催します。
当日は特産品の販売やス
テージイベントなどでお
楽しみください。
日時　２月24日㈰　9:00～15:00
場所　阿南市役所
内容　特産品まつり、各種体験コーナー、ステージ

イベント等
※くわしくは、市ホームページをご覧ください。
問い合わせは　阿南市活竹祭実行委員会事務局

（商工観光労政課内☎22−3290）へ

場所　あなんスマート・ワークオフィス（那賀川町上福井南川渕 14 番地１　科学センター敷地内）
受講料　無料　　　 対象者　阿南市在住または市内企業（学校）に勤務（通学）されている方
募集人数　各回10人　 持参物　筆記用具
申込方法　商工観光労政課にお電話、または市ホームページから申請書をダウンロードして、ファクスまたはメー

ルでお申込みください。（申込者多数の場合は先着順とします）
※くわしくは市ホームページをごらんください。
問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290・FAX22−0075）へ

第４回　文書の書き方・まとめ方講座 ２月26日㈫　13:00～15:30　　申込締切日　２月21日㈭

　読み手に対して分かりやすい文章の書き方やまとめ方、伝えるべき情報の整理の仕方、文章の構成の方法などを学びます。

第３回　コンテンツ制作の基礎講座 ２月19日㈫　13:00～15:30　　申込締切日　２月14日㈭

　インターネット上での制作に必要な基礎的なルールから、ホームページやSNS などそれぞれに適した文章の作り方まで
を学びます。

平成30年度阿南市サテライトオフィス推進事業　テレワーカー育成講座
あなんスマート・ワークオフィスでテレワーク業務に必要なスキルを学びませんか。
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NEW かもだ岬温泉保養施設感謝イベント
～温泉で心もからだもぽっかぽか～

第６回阿南市生物多様性フォーラム ～生きものと暮らすまちづくり～

防災公園の避難場所の高さについて

平成31年度　けんなん
ニューファーマー育成講座

新規就農希望者、新規就農者を対象とした営農基本研
修を実施します。
対象　おおむね45歳未満の方で、阿南市または那賀

町で就農を考えている方や就農５年以内の方で
営農に必要な基礎的知識・技術を習得したいと
考えている方

期間　６月～平成32年２月まで
場所　徳島県南部総合県民局、JA アグリあなん会議

室および現地施設など
内容　▶基礎コース（月２回10:00～16:00）
　　　▶実践コース（品目を限定し専門的技術の実習）
申込み・問い合わせは　農林水産課（☎22−1598）
または阿南農業支援センター（南部総合県民局☎24
−4184）、JA アグリあなん（☎26−1813）、那賀町
農業振興課（☎0884−62−3776）へ

徳島かんきつアカデミー
受講生募集

次のとおり、徳島かんきつアカデミー受講生を募集し
ます。独立就農をめざす中核的人材育成コースと特定
の技術の習得をめざす特定技術力向上コースの２コー
スがあります。　
募集期間　２月20日㈬まで
研修期間　▶中核的人材育成コース　原則１年間

▶特定技術力向上コース　選択科目ごとに
数日程度

受講料　▶中核的人材育成コース　7,320円
　　　　▶特定技術力向上コース　無料
※テキスト代、傷害保険料、免許取得に必要な費用は、

実費負担になります。
募集人数　両コース合わせて15人程度
問い合わせは　徳島県立農林水産総合技術支援センタ

ー経営推進課担い手支援担当（☎088
−621−2422）へ

日時　２月11日㈷　12:30～15:00
場所　かもだ岬温泉保養施設　　　
内容　①お楽しみ抽選会　先着50人
　　　②健康講話「目指そう！生涯現役の元

げん

気
き

人
びと

!!」
　　　③セルフリンパケア教室
　　　　講師　西條接骨院　院長　西條誠人さん
※くわしくは、市ホームページをごらんください。

★26日㈫は風呂（ふろ）の日です。
一般入浴料が半額に！ぜひご利用ください。

【２月の休館日】４日㈪、12日㈫、18日㈪、25日㈪
問い合わせは　かもだ岬温泉保養施設（☎21−3030）
または商工観光労政課（☎22−3290）へ

阿南の豊かな自然を守りつつ活用し、阿南市が活性化されることを目的として「生物多様性あなん戦略（仮称）」策
定をめざしています。すでに戦略を策定し、地域づくりに活用している先進地事例について学びます。多数のご参加
お待ちしています。
日時　２月９日㈯　13:00～16:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール（富岡町北通33番地１）
内容【第１部】基調講演　演題　「トキをシンボルとした生物多様性戦略の実現に向けて」

講師　佐渡市農林水産課　渡辺竜五さん
演題　「グリーンインフラによる次世代のまちづくり」　
講師　環境省那覇自然環境事務所　岩浅有記さん

【第２部】阿南市生物多様性地域戦略策定に向けて
【第３部】会場全体ワークショップ「生きものを活かした阿南の未来づくり」

※入場無料
主催　阿南市、阿南工業高等専門学校　　　問い合わせは　環境保全課（☎22−3413）へ

本市では、橘地区、ゆたか野地区および津乃峰地区の
３地区の防災公園が既に完成し、現在は、富岡東部地
区で整備を進めています。
これらの防災公園の避難場所の高さについては、現在
の科学的知見を基に、「発生頻度は極めて低いものの、
あらゆる可能性を考慮した最大クラスの津波が、悪条
件下において起こった場合」の想定値に余裕高を加え
た高さとなっていますので、津波発生時等には、安全
に避難していただけると考えています。
また平時には、散策や憩いの場としてご利用していた
だくほか、地域の防災訓練などにもご活用ください。

問い合わせは　公園緑地課（☎22−9293）へ

～あなんの女性の新しい働き方へ～
ワークショップ参加者募集

あなんテレワーク推進センター
イベント情報

「ネピアあななんティシュ５コパック」

子育て・介護で外に出ていけない。そんなふうに悩んで
いる方、時間や場所にとらわれないテレワークという働
き方をご存知ですか。
阿南市では女性活躍を支援するため、「あなんテレワー
ク推進センター」を平成29年6月にオープンし、同年10
月に女性テレワーカー1期生10人、平成30年10月に２
期生10人の計20人を養成、既に在宅ワークで活躍され
ています。在宅での働き方にご興味をもたれた方は、ワ
ークショップへのご参加をお待ちしています。
ワークショップでは、在宅での仕事の始め方や女性テレ
ワーカーの体験談を聞くこともでき、テレワークについ
ての悩みや質問にもお答えします。お子さま連れ、幅広
い年代の方、大歓迎です。気兼ねなくみんなでワイワイ
話しませんか。

日時　２月15日㈮
　　　10:00～12:00
場所　あなんテレワーク推進

センター（牛岐城趾公
園管理事務所２階）

※お車でお越しの際は、市役
所駐車場をご利用ください。

対象　市内在住の女性
定員　10人（先着順）
参加費　無料
申込方法　住所、氏名、年齢、

電話番号、お子さ
ま連れの場合はお子さまの年齢を記入の上、
電話またはファクスでお申し込みください。

申込締切日　２月13日㈬
※いただいた個人情報は目的以外に使用しません。

申込み・問い合わせは
男女共同参画室（☎22−7401・FAX22−4785）へ

●フリマアプリを始めよう！
※１月と同じ内容です。誰でも簡単に出品・購入！
ダウンロードから基本的な使い方までお伝えします。
日時　２月６日㈬　10:30～12:00
持参物　スマートフォンかタブレット
●ペーパーレスで効率アップ！
仕事や家事の効率アップ、お片付けにも役立ちます。
書類整理をして新年度を迎えましょう。
日時　２月22日㈮　10:30～12:00
持参物　パソコン（２台までレンタル PC がありま

す。要申込）
〈共通事項〉
対象・定員　市内在住の女性、各８人程度
場所　あなんテレワーク推進センター
　　　（牛岐城趾公園管理事務所２階） 
※お車でお越しの際は、市役所駐車場をご利用ください。
申込方法　電話、ファクスまたはメールで、氏名、

年齢、電話番号、希望日、お子さま連れ
の場合はお子さまの年齢、２月22日の
イベントではレンタルパソコンが必要な
方はその旨をご記入の上、お申し込みく
ださい。

参加費　無料
申込み・問い合わせは　あなんテレワーク推進セン

ター（テレワークひろば）（☎・FAX24−8009）へ
　 ※月、水、金曜日（祝日除く）10:00～15:00
　 e-mail:anan@child-rin-tokushima.com

阿南市と王子ネピア株式会社とのコラボ商品「ネピアあななんティシュ」が完
成し、２月に発売されます！この取組は、「ネピア阿南ブランド化推進事業お
よび社会貢献事業に関する協定」と「まちづくりに関する覚書」に基づくもので、
市制施行60周年を記念して企画されました。生活のおともに「あななん」を！
阿南市内での売上金の一部は、子どもたちの健全育成に役立てられます。

問い合わせは　企画政策課（☎22−3429）へ

講師　渡辺竜五さん

新作
市制60周年記念

販売場所　阿南市物産館（ＪＲ阿南駅南隣）
　　　　　阿南市内のスーパーや量販店等
　　　　　※取扱店に限ります。
販売価格　オープン価格

２月発売予定！
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